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（資料３） 

 

「評価・検証の目安とする主な項目」の見直し及び「評価・検証の参考とす

る項目」の設定について 

 

 

１ 「評価・検証の目安とする主な項目」の見直し 

 ○ 以下の「評価・検証の目安とする主な項目」については、「第３期岩手県地域福祉支援

計画の評価について」（資料１）のとおり、新型コロナウイルス感染症の影響により、取

組の成果を適切に評価することが困難となっています。 

基本方向 項目名 現状値（H29） 

福祉サービス提供の

仕組みづくり 

生活困窮者自立支援制度新規相談件数のうち

プランを作成した割合（％） 
28.3％ 

 

 ○ 同じ項目を具体的推進方策指標としている「いわて県民計画（2019～2028）」政策推進

プランにおいては、取組の成果をより適切に評価することが可能な以下の項目に指標を

置き換えることとしていることから、本計画においても、同様に、以下のとおり「評価・

検証の目安とする主な項目」を置き換えることとし、これを伸ばしていくことを目指し

ます。 

基本方向 項目名（見直し後） 現状値（R2） 

福祉サービス提供の

仕組みづくり 

生活困窮者自立支援制度の人口10万人当たり

プラン作成件数（件/月） 
5.5 件/月 

  ※ 「現状値（H29）」に対応する H29 年度の実績値：4.5 件/月 

    R1 年度（計画初年度）の実績値：4.5 件/月 

 

２ 「評価・検証の参考とする項目」の設定 

○ 「評価・検証の目安とする主な項目」のうち、以下の項目については、重層的支援体制

整備事業の創設に伴い、令和２年度をもって事業が終了しました。 

基本方向 項目名 現状値（H29） 

市町村の体制づくり 
多機関の協働による包括的支援体制構築事業

を実施している市町村数 
4 市町村 

福祉でまちづくり 地域力強化推進事業を実施している市町村数 4 市町村 

 

○ 重層的支援体制整備事業の創設に伴う「施策の方向」、「評価・検証の目安とする主な

項目」の見直しは、次期計画の策定時に検討しますが、市町村における包括的な支援体

制の整備や住民参画に向けた環境整備の取組等を評価・検証する際の参考として、新た

に、以下のとおり「評価・検証の参考とする項目」を設定することとします。 

【評価・検証の参考とする項目】 

基本方向 項目名 現状値（R3） 

市町村の体制づくり 
重層的支援体制整備事業を実施している市町

村数 
2 市町村 

福祉でまちづくり 
重層的支援体制整備事業を実施している市町

村数【再掲】 
2 市町村 
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（～令和２年度） 

 

 

 

（令和３年度～） 

 


